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独
自
性
示
し
て
入
職
促
進
図
る

技
術
者
確
保
と
育
成
に
力
点

い
り
ま
す
。

　

冒
頭
、
飯
沼
会
長
は
コ

ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
業
活
動
を
含
め
た

円
滑
な
協
会
運
営
に
尽
力

し
た
会
員
へ
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
収
入
の
３

本
柱
で
あ
る
会
費
収
入
、

共
済
互
助
事
業
、
埼
玉
県

　

５
月
20
日
、
さ
い
た
ま

市
内
の
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン

テ
武
蔵
野
で
第
50
回
定
時

総
会
を
開
き
、
２
０
２
１

年
度
事
業
計
画
な
ど
全
６

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
技
術
者
の
確
保

と
育
成
に
力
点
を
置
き
、

協
会
運
営
に
あ
た
っ
て
ま

全議案が承認されました

第
50
回

定
時
総
会

住
宅
供
給
公
社
か
ら
の

受
託
事
業
に
つ
い
て
も

順
調
に
推
移
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

続
け
て「
正
会
員
が
50
社

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

新
規
会
員
の
開
拓
を
進

め
る
と
と
も
に
、
会
員

企
業
へ
の
情
報
提
供
、

研
修
会
、
視
察
研
修
に

加
え
、
国
や
県
、
埼
玉
県

住
宅
供
給
公
社
と
の
意
見

交
換
会
な
ど
も
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
、
設
備

業
界
の
独
自
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
懸
念
事
項
で
あ
る

分
離
分
割
発
注
を
県
へ
要

望
す
る
な
ど
し
て
業
界
へ

の
入
職
促
進
、
技
術
者
の

確
保
・
育
成
に
つ
な
げ
て

い
く
考
え
で
す
。

　

議
事
へ
と
移
り
、
20
年

度
事
業
報
告
と
決
算
、
21

年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収

支
予
算
、
公
益
目
的
支
出

計
画
の
実
施
結
果
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
多
く
の

拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

定
時
総
会 

会
長
あ
い
さ
つ

　

会
員
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
続
い
た
影
響
で
会
場

で
の
総
会
が
開
催
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
も

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

収
束
は
見
通
せ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
本
総
会
も
三
密
を
避

け
、
飛
沫
拡
散
を
さ
せ
な

い
た
め
に
参
加
人
数
の
抑

制
、
間
隔
を
あ
け
て
の
着

席
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
う
え
で
短
時
間
の
開
催

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
参
会
の
皆
様
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
当
協
会
は
令
和

２
年
度
、
一
般
社
団
法
人

と
し
て
８
年
目
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。私

ど
も
協
会
で
は
一
般
会
計

と
公
益
支
出
事
業
の
二
本

立
て
で
会
計
処
理
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
前
年
度

も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
一
般
会
計

は
概
ね
順
調
、
公
益
目
的

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
役

員
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
ま
し
て
、で
き
る
範

囲
内
で
無
事
に
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
協
会
の
収
入

の
三
本
柱
に
は
会
費
収

入
、
共
済
保
険
の
事
業
及

び
公
社
の
受
託
事
業
と
あ

り
ま
す
が
、
ま
ず
会
費
収

入
に
つ
い
て
は
前
年
か
ら

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
正
会
員
は

現
在
50
社
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
協
会
と
し

て
新
規
会
員
の
開
拓
を
進

め
る
と
と
も
に
、
会
員
企

業
へ
の
情
報
提
供
、
研
修

会
、
視
察
研
修
に
加
え
、

国
や
県
、
埼
玉
県
住
宅
供

給
公
社
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
も
積
極
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
共
済
保
険
と
公
社
の

受
託
事
業
の
方
で
す
が
、

共
に
ほ
ぼ
例
年
並
み
の
事

業
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
収
入
の
安
定
し
た
共

済
保
険
や
受
託
事
業
収
入

が
あ
っ
て
始
め
て
、
健
全

な
協
会
運
営
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
設
備
業
界
の

独
自
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

分
離
分
割
発
注
を
埼
玉
県

に
要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
業
界
へ
の
入
職
促
進

や
技
術
者
の
確
保
・
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
な

が
ら
、
協
会
の
活
性
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

1 第50回定時総会、会長あいさつ、目次
2 県県土整備部長寄稿、保守点検業務説明会、
 表紙写真紀行
3 令和２年度県優秀建設工事施工者表彰等の紹介
4 女性の広場
5・6 支部だより、トピックス（サーマルカメラ初導入、
 今年度の県住保守点検等お知らせ）
7 賛助会員寄稿、新入会員紹介、
 本社移転のお知らせ、下期の行事予定
8 賛助会員名簿
9・10 支部別会員名簿
最終面 盆栽シリーズ、編集後記

表紙写真＝秩父華厳の滝
提供＝不破隆夫（不破設備工業㈱）目　次

　

今
年
度
は
業
界
全
体
の

課
題
で
あ
る
次
世
代
を
担

う
若
手
職
員
の
確
保
・
育

成
、
技
術
力
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
前
年
度
に
引
き

続
き
、
若
年
労
働
者
の
育

成
と
指
導
に
力
を
入
れ
、

協
会
全
体
の
若
返
り
を
図

り
つ
つ
、
正
会
員
と
賛
助

会
員
と
の
協
調
な
ど
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
新
入
社
員
研
修
を

は
じ
め
、
若
手
社
員
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
や

１
・
２
級
管
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定
試
験
に
向
け

た
受
験
講
習
会
、
県
外
へ

の
工
場
視
察
研
修
な
ど
を

予
定
し
て
ま
す
。
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２年ぶりの開催となった説明会

を
始
め
、
県
政
の
推
進
に

格
別
の
御
支
援
御
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
の
際
は
、
災
害
時

応
援
協
定
に
基
づ
く
給
排

水
設
備
等
の
応
急
復
旧

や
、
災
害
復
旧
・
人
命
救

助
の
た
め
の
備
品
の
御
寄

付
な
ど
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

い
ま
だ
猛
威
を
振
る
っ
て

お
り
、
私
た
ち
の
生
活
や

経
済
は
、
大
き
く
影
響
を

受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況

　

「
風
と
水
と
」
令
和
３

年
盛
夏
号
が
発
刊
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

空
調
・
衛
生
設
備
は
、

私
た
ち
の
生
活
や
地
域
経

済
を
支
え
る
重
要
な
社
会

基
盤
で
す
。
協
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
県
立
学

校
等
で
の
技
術
指
導
や
業

界
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て

も
、
県
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
と
と
も
に
県

経
済
を
支
え
て
い
く
こ
と

は
我
々
の
使
命
で
あ
り
、

未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
社

会
資
本
整
備
は
切
れ
目
な

い
取
組
が
必
要
で
す
。

　

県
土
整
備
部
で
は
、
令

和
２
年
度
末
の
国
の
総
合

経
済
対
策
に
伴
う
大
型
補

正
予
算
と
、
令
和
３
年
度

当
初
予
算
を
合
わ
せ
た
13

か
月
予
算
に
よ
り
、
前
年

度
比
で
約
２
割
増
と
な
る

公
共
事
業
費
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

　

「
災
害
に
強
い
県
土
づ

く
り
」
「
生
活
の
質
を
高

め
る
県
土
づ
く
り
」
「
地

域
の
良
さ
を
活
か
す
県
土

づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本

目
標
に
基
づ
き
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
設
業
界
は
今
、
若
年

者
の
入
職
が
減
少
し
就
業

者
の
高
齢
化
が
進
行
し
て

お
り
、
人
手
不
足
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
担
い
手
の
確
保
や
人

材
育
成
の
た
め
に
は
、
長

時
間
労
働
の
是
正
や
休
日

の
確
保
な
ど
建
設
業
の
働

き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

県
土
整
備
部
で
は
、
労

働
環
境
の
改
善
を
図
り
、

建
設
業
界
が
魅
力
あ
る
職

場
と
な
る
こ
と
で
、
若
者

を
始
め
新
た
な
担
い
手
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
週
休

２
日
制
モ
デ
ル
事
業
や
県

内
公
共
工
事
の
土
曜
一
斉

休
工
（
ハ
ッ
ピ
ー
サ
タ
デ

ー
）
、
労
働
環
境
調
査
モ

デ
ル
事
業
な
ど
の
取
組
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
21
日
、
さ
い
た
ま

市
内
に
あ
る
埼
玉
県
管
工

事
会
館
３
階
の
大
会
議
室

で
、
県
営
住
宅
給
水
施
設

等
保
守
点
検
業
務
担
当
者

説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
考

慮
し
て
中
止
と
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
た
う
え

で
、
埼
玉
県
住
宅
供
給
公

社
の
公
営
住
宅
技
術
課
と

県
内
４
支
所
よ
り
６
人
の

職
員
を
招
聘
し
、
約
50
人

が
保
守
点
検
や
修
繕
工
事

に
お
け
る
注
意
事
項
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
飯
沼
会
長
は
多
数

の
参
会
に
対
し
「
誠
実
に

業
務
を
遂
行
し
よ
う
と
す

る
強
い
意
志
の
表
れ
で
あ

り
、
当
協
会
の
誇
り
と
す

る
と
こ
ろ
」
と
た
た
え
、

続
け
て
「
日
頃
の
業
務
に

お
い
て
疑
問
点
が
あ
れ

ば
、
直
接
確
認
し
て
も
ら

う
な
ど
し
て
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
本
業
務
の
重
要
性
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
期
待
。

業
務
を
通
じ
て
入
居
者
の

安
全
と
安
心
、
快
適
な
生

活
環
境
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
会
員
企
業
の
責
務

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。

　

公
社
を
代
表
し
、
公
営

住
宅
技
術
課
の
加
藤
正
男

課
長
が
「
皆
さ
ま
の
お
力

を
借
り
、
安
全
、
安
心
な

施
設
を
供
給
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
お
力
添
え
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
本
日
の
説
明
会

で
、
何
か
疑
問
が
あ
れ
ば

遠
慮
な
く
聞
い
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　

協
会
事
務
局
か
ら
点
検

表
の
記
入
要
領
や
イ
ン

バ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
・
ブ
ー

ス
タ
ー
ポ
ン
プ
の
点
検
、

休
日
・
夜
間
の
緊
急
修
繕

時
の
対
応
な
ど
に
関
す
る

公社の加藤課長

表
紙
写
真
紀
行

表
紙
写
真
紀
行

1
5
0
周
年
を
迎
え
た

埼
玉
県
の
安
心
・
安
全
な
県
土
づ
く
り

埼
玉
県
県
土
整
備
部
長　

北
田
　
健
夫

不
破
設
備
工
業
㈱
　
不
破
　
隆
夫

快適な居住環境を守る
保守点検業務担当者説明会

　

高
さ
は
10
数
メ
ー
ト

ル
の
滝
で
す
が
、
日
光

華
厳
の
滝
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
そ
の
名
で
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

撮
影
時
に
は
、
水
量

も
豊
富
で
た
い
へ
ん
美

し
い
流
れ
で
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
涼
を

と
り
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
業
務
の
効
率
化

や
省
力
化
を
図
る
「
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
お
願
い
で
す
。

　

一
般
的
に
建
設
現
場
は

比
較
的
密
に
な
り
に
く
い

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
現
場
へ
の
移
動
の
車

中
、
食
事
や
休
憩
の
場
所

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
は
高

ま
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
「
彩
の
国

『
新
し
い
生
活
様
式
』
安

心
宣
言
」
認
定
団
体
と
し

て
積
極
的
な
対
策
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
改
め
て
、
協
力
企
業

な
ど
も
含
め
た
関
連
事
業

者
へ
の
注
意
喚
起
や
感
染

防
止
の
徹
底
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
は
今
年
で
誕
生

１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

引
き
続
き
、
県
民
の
安

心
・
安
全
を
確
保
し
、
一

層
魅
力
あ
る
県
土
の
構
築

に
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

注
意
点
が
確
認
さ
れ
た
の

ち
、
業
務
説
明
へ
と
移

行
。
公
社
の
田
口
大
祐
主

査
が
保
守
点
検
や
修
繕
工

事
、
関
係
法
令
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
た
ほ
か
、
報

告
書
や
給
水
施
設
点
検

表
、
修
繕
工
事
完
了
通
知

書
な
ど
へ
の
押
印
省
略
も

周
知
し
ま
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
協
会

業
務
渉
外
委
員
会
の
飯
沼

隆
幹
事
が
「
皆
さ
ま
の
仕

事
が
入
居
者
の
生
活
を

守
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
高
い
志
と
誇

り
を
持
っ
て
業
務
に
あ

た
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
要

請
し
、
説
明
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。
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令和２年度は３社が受賞
　今回は特別企画として、令和２年度に会員企業が受賞した埼玉県優秀建設工事等を紹介します。各社とも高
い技術力と創意工夫を凝らして完成させました。心より敬意を表するとともに、今後も業界のリーダー役とし
て、より一層のご活躍を祈念します。受賞おめでとうございました。

課題と創意工夫等
　庁舎建設後、30年が経過した運転免許本部の施設長寿命化を目的とするトイレ改修工事。施設は通常運営下の工事
であり、一般来庁者と施設職員の安全確保のほか、騒音・振動対策が課題とされ、安全対策として作業動線の分別
化、騒音・振動対策として作業工法の見直しを行った。また「気持ち良く使えるトイレ」をコンセプトに化粧鏡や紙
巻き器、洗浄リモコンの位置等を３ＤＣＡＤにてシミュレーションして施工した。

課題と創意工夫等
　施設を運用しながらの空調改修工事であり、施設の業務に支障が出ないよう、冷暖房設備を使用しない中間期での
工事を計画する必要があった。検査用の精密機器がある部屋では工事中に故障しないよう精密機器の停止期間を最小
にするため、十分な養生をした上、短期間で工事を行うことが課題だった。機器の養生方法、工事日数、作業動線に
ついて施設担当者、協力業者とも綿密な打ち合わせを行ったほか、各部屋ごとの工程表を作成することで、短期間で
の工事や複雑な条件下での工事に対応した。

課題と創意工夫等
　敷地内には使用している下水道管が布設されており、今回の工事で仮設工事と切り廻し工事が必要だった。既存の
下水道管は常に使用しており、仮設、切り廻しの際に近隣への影響を少しでも減らすため、短期間で工事を行うこと
が課題だった。社内で事前に協議を行い、関連する業者と協力会社と十分な打ち合わせを行い、計画を立てて施工に
あたった。引き渡し後にクレームが発生しないよう、入居者の使い勝手を考慮した製品のほか、将来的な維持管理を
想定した施工方法や新製品の採用を積極的に行った。

埼玉県優秀建設工事施工者表彰

埼玉県企業局優秀施工業者表彰

埼玉県県土づくり優秀建設工事施工者表彰

総Ａ除）運転免許本部トイレ改修その他工事
鴻巣市鴻巣405番地4
警察本部施設課
㈱サイエイヤマト

工 事 名
工事場所
発注課所
受 賞 者

水質管理センター空調設備等更新工事
行田市小針地内
水道整備事務所
大宮管工㈱

工 事 名
工事場所
発注課所
受 賞 者

29県住入間霞川団地第１工区機械設備工事
入間市扇町屋２丁目地内
設備課
埼玉設備工業㈱

工 事 名
工事場所
発注課所
受 賞 者

特   別   企   画
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女性の広場女性の広場

『娘』
㈱シンエイ
御山　由希子

　私はシングルマザーです。16歳と12歳の娘がいます。
私が仕事を頑張れるのは娘たちのおかげです。
　それぞれ個性があり全く違う性格の二人で、長女は
ピアノやギター、次女はソフトボールをやっています。
　二人とも、自分でやろうと決めたことに対して一生懸
命努力し成長してくれています。そんな中でもシングル
マザーの私の行きとどかない家事を手伝ってくれます。
　二人の頼もしくもあり、優しい姿を見ていると自分に
とって辛いことや、苦しいことですらそれが支えになり
毎日明るく元気に働けます。ありがとう。

『コロナ禍での
　　　貴重な時間』

㈲梅沢水道
菊地　つぐみ

　一年以上続くコロナ禍で生活様式も大きく変わり、
運動不足から深刻な体重増加に悩み始めました。そん
な中、家で筋力トレーニングをしていると、ラグビーに明
け暮れる高3の息子が『そこはこうやるんだ』『もっと腰
を低く！』等、横から口出しをしてくるようになりました。
最初は煩わしく感じる事もありましたが、最近はその時
間が楽しくなり、来年から手が離れる息子と話せる残り
少ない貴重な時間なのかもしれないなと思う様になり
ました。

『コロナ禍での
　　　　高校受験』

入間空調㈱
伊藤　千恵美

　昨年度、長男がコロナ禍での高校受験を経験しまし
た。
　何もかもが異例づくしの中での志望校選び。行事は
中止、説明会はオンラインという学校が多かったため、な
かなか学校の雰囲気がわからず志望校を決めるのに苦
労しました。
　この様な受験を迎える事は想像もしていませんでした
が、何事も事前に準備段取りをする事の重要性を改め
て実感しました。
　来年度は次男の受験を控えています。昨年度と同じ思
いをしないよう、早目に準備をし希望する高校へ進学出
来るよう、親としてサポートしていきたいと思います。

『ポイントは
　 嘘を入れないこと』

㈱泉屋工務店
伊東　美穂子

　ずっと思っていたことを、この間ようやく実行できた。た
まに利用するあるドラッグストアは、いつ行っても従業員
の方の感じが良い。店長の採用の目が良いのか、はたま
た店舗教育が良いのか。いつも気持ち良く利用していま
す、と本社の問い合わせフォームに感謝のメールを送った
のである。返信には、意見に対する御礼と、社内で共有
し、店舗責任者にも是非伝えたいとあった。
　心理学を専攻していた妹から、ウィンザー効果という
心理効果を教えてもらったことがある。ウィンザー効果と
は、直接本人からよりも、第三者を介して伝えた方が信
ぴょう性が増し、影響を与えることができる心理的効果
だ。「第三者のお褒めの言葉がなんといっても一番効き
目があるのよ」。ミステリー小説「伯爵夫人はスパイ」に登
場する、ウィンザー伯爵夫人のセリフにちなんで名付けら
れたそうだ。
　もちろん、これは仕事上でも使える効果だ。この話を
聞いてから私は、誰かの良い評判を聞いた時には、その
人に話すことを心掛けている。人はなにかと反省しがち
で、長所や魅力はなかなか自分では気づけない。些細な
メールではあるが、あの店舗で働いている従業員の方々
の勤務時間が、彩りのあるものになれば良いなと思う。

『猫への恩返し』
㈱埼玉トーカイ

山﨑　薫
　実家で猫を飼っていたのですが、4年程前に他界し
ました。
　家族以外には懐かず人見知りで気まぐれな猫でし
たが、家族みんなを癒してくれる存在でした。
　毎日帰ってくると、すぐに玄関までお迎えに来てくれ
るとっても可愛い子でした。
　今でも家族の一員に変わりなく、家の一番目立つと
ころに写真とお花を飾って実家に帰った時にはいつも
手を合わせています。
　今もきっと私たち家族を見守ってくれていると思うの
で、生きられなかった分、私たちが一日一日を大切に、
精一杯前向きに生きていくことが私たちを癒してくれた
猫への恩返しになると思いました。
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支 
部 

だ 

よ 

り

り
の
人
生
を
幸
せ
に
生
き

ら
れ
な
い
と
思
っ
た
事
。

つ
ま
り
健
康
で
生
き
続
け

な
い
と
１
０
０
歳
ま
で
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
自
分
は
80
歳
、
90

歳
に
な
っ
て
い
て
も
、
健

康
で
楽
し
く
過
ご
し
た
い

と
思
い
、
そ
こ
か
ら
「
健

康
意
識
へ
の
鬼
と
な
る
」

為
に
、
日
々
の
生
活
習
慣

の
見
直
し
と
、
健
康
に
な

る
為
に
色
々
と
行
動
し
て

き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
体
重
を
適
正

ま
で
戻
し
、
肥
満
か
ら
脱

出
。
こ
れ
は
、
食
事
制
限

と
毎
日
１
〜
２
時
間
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
３
ケ
月

間
で
マ
イ
ナ
ス
15
㎏
落
と

し
、
体
重
を
60
㎏
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
か
な
り

辛
か
っ
た
で
す
が
、
自
分

の
な
り
た
い
姿
を
想
像
し

な
が
ら
取
り
組
ん
だ
の
で

頑
張
れ
ま
し
た
。

で
も
Ｏ
Ｋ
」
の
考
え
で
生

き
て
お
り
、
身
長
が
１
６

９
㎝
で
体
重
が
75
㎏
の
肥

満
体
型
で
し
た
。
で
も
、

特
に
気
に
す
る
事
も
な
く

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
た
ま

た
ま
見
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス

で
、
そ
の
価
値
観
が
一
気

に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
「
人
生
１
０

０
年
時
代
」
で
す
。
こ
れ

を
見
た
時
、
自
分
が
老
後

を
迎
え
る
時
に
は
、
１
０

０
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
と

知
り
、
い
ま
ま
で
の
生
活

習
慣
で
は
い
け
な
い
、
す

ぐ
に
変
え
な
き
ゃ
本
気
で

後
悔
す
る
と
思
い
ま
し

た
。
理
由
と
し
て
は
、
年

齢
を
重
ね
て
生
活
習
慣
病

に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
車

イ
ス
や
寝
た
き
り
生
活
な

ど
に
な
っ
て
し
ま
い
、
残

　

私
は
23
歳
頃
ま
で
、
健

康
に
は
何
も
気
を
遣
わ

ず
、
好
き
な
も
の
を
飲

み
、
好
き
な
も
の
を
食

べ
、
不
規
則
な
生
活
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時

は
「
今
が
よ
け
れ
ば
な
ん

　

２
つ
目
は
青
汁
を
飲

み
、
必
要
な
栄
養
素
を

し
っ
か
り
と
摂
取
。
知
人

に
紹
介
さ
れ
た
青
汁
を
定

期
購
入
し
、
今
も
飲
み
続

け
て
い
ま
す
。
味
も
苦
く

な
く
、
飲
み
や
す
く
こ
れ

は
健
康
を
維
持
す
る
為
の

最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。
ま
た
最
近
、
健
康
の

為
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
毎
朝
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
ん
だ
り
、
毎
日
水
を

２
ℓ
飲
ん
で
デ
ト
ッ
ク
ス

効
果
を
促
進
さ
せ
た
り
、

夜
の
暴
飲
暴
食
を
や
め
た

り
し
て
い
ま
す
。
お
陰
様

で
体
も
毎
日
軽
く
、
楽
し

く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
体
は
絶
対
に
替
え
が

き
か
な
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
管
理
し
て
い

き
、
ず
っ
と
、
ず
っ
と
健

康
で
楽
し
く
自
分
の
人
生

を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

東
　
部
　
支
　
部

「健康意識への鬼となる」
正和工業㈱

佐々木　亮

さ 

い 

た 
ま 
支 

部

に
削
減
で
き
る
と
謳
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
現
場
で
の

負
担
を
軽
減
し
て
業
務
効

率
化
が
図
れ
れ
ば
働
き
方

改
革
に
も
つ
な
が
り
ま
す

ね
。

　

ま
た
、
料
金
も
１
ラ
イ

セ
ン
ス
約
５
万
円
と
思
っ

て
い
た
よ
り
も
安
か
っ
た

の
で
、
こ
れ
は
導
入
し
て

も
い
い
か
も
と
思
い
ま
し

た
。

　

た
だ
心
配
な
の
は
ア
プ

リ
を
導
入
し
て
そ
れ
を
使

板
に
記
入
し
、
ま
た
一
人

で
撮
影
で
き
な
い
場
合
は

職
人
に
黒
板
を
持
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
電
子
黒
板
で
あ
れ
ば

文
字
や
略
図
を
手
で
書
か

ず
撮
影
画
面
で
自
由
に
黒

板
を
配
置
・
縮
小
が
で

き
、
一
人
で
撮
影
が
可
能

に
。
雨
の
日
に
外
で
の
撮

影
だ
と
チ
ョ
ー
ク
が
滲
ん

で
文
字
が
消
え
て
し
ま
っ

た
り
し
て
い
た
が
電
子
黒

板
な
ら
は
っ
き
り
と
撮
影

が
で
き
る
。

　

ま
た
撮
影
後
も
大
量
の

工
事
写
真
を
整
理
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
工

事
写
真
ア
プ
リ
で
撮
影
を

す
れ
ば
自
動
仕
分
け
機
能

で
黒
板
に
書
い
た
文
字
も

自
動
で
整
理
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
話
を
聞
い
て
自
分

で
も
調
べ
て
み
ま
し
た

が
、
工
事
写
真
撮
影
ア
プ

リ
の
メ
ー
カ
ー
情
報
で
通

常
の
写
真
撮
影
と
工
事
写

真
撮
影
ア
プ
リ
を
比
較
す

る
と
コ
ス
ト
が
４
分
の
１

　

近
年
で
は
現
場
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
写
真
撮

影
し
た
り
す
る
姿
が
よ
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
と
は
言
い
つ
つ
我

が
社
で
は
全
く
導
入
し
て

お
ら
ず
、
検
討
も
し
て
い

な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た

の
で
す
が
、
先
日
、
社
内

検
査
で
現
場
を
訪
れ
た
と

こ
ろ
、
そ
の
現
場
で
は
無

料
版
の
工
事
写
真
撮
影
ア

プ
リ
を
使
っ
て
写
真
撮
影

を
し
て
い
て
便
利
だ
と
言

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

従
来
は
現
場
で
工
事
黒

い
こ
な
せ
る
か
と
い
う
点

で
す
。
ア
プ
リ
と
い
う
も

の
は
し
っ
か
り
事
前
設
定

が
で
き
れ
ば
便
利
に
使
え

る
ん
で
し
ょ
う
が
、
そ
の

設
定
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る

の
か
…
。
ま
た
今
ま
で
長

年
や
っ
て
き
た
方
法
か
ら

う
ま
く
切
り
替
え
ら
れ
る

の
か
…
。
そ
こ
が
問
題
で

す
ね
。
と
り
あ
え
ず
資
料

請
求
し
て
社
員
と
相
談
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「工事写真撮影アプリ」
㈱大クマ工業

大熊　健太
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ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

　新型コロナウイルス感染拡大防止の一環とし
て、昨年導入した高精度体温検知システム（サー
マルカメラ）の運用を開始しました＝写真＝。サ
ーマルカメラは事務局の入口に設置。一度に複
数人の体温が計測でき、温度校正器を併用する
ことで、より正確な体温計測が可能です。今後も
多くの人を集めた研修会や月例会の開催時な
どで積極的に利用していきます。

◎当協会ではサーマルカメラの運用を
　開始しました

　県営住宅の保守点検等業務について、埼玉県
住宅供給公社から変更点などの説明がありまし
た＝写真＝。新型コロナウイルスの感染が収ま
るまで、保守点検時の残留塩素測定を貯水槽か
ら可能としたほか、報告書や給水施設点検表、修
繕工事完了通知書などへの押印も省略できるよ
うになりました。また修繕負担区分表も昨年度
に見直され、経年劣化による故障が入居者負担
から公社負担へと移行されました。

◎県営住宅の保守点検等業務でお知らせ
　です

「こどもたちの通学」
㈱埼玉トーカイ

関根　剛

北
　
部
　
支
　
部

　

毎
朝
の
通
勤
時
、
学
校

へ
通
う
子
供
た
ち
を
毎

日
、
目
に
し
ま
す
。
群
馬

県
か
ら
埼
玉
県
へ
出
勤
し

て
い
る
の
で
す
が
、
私
が

過
去
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
も

の
す
ご
く
気
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

被
っ
て
い
る
こ
と
・
暑
い

日
に
傘
を
差
し
な
が
ら
歩

い
て
い
る
こ
と
・
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
年
長
者
と
思

わ
れ
る
子
が
黄
色
い
旗
を

持
ち
な
が
ら
歩
い
て
い
る

こ
と
・
旗
持
ち
し
て
い
る

保
護
者
が
お
揃
い
の
蛍
光

色
の
ベ
ス
ト
を
着
て
立
っ

て
い
る
こ
と
等
、
わ
た
し

の
子
供
の
学
校
と
の
違
い

に
驚
い
た
り
感
心
し
た
り

し
な
が
ら
毎
朝
眺
め
て
い

ま
す
。
違
う
エ
リ
ア
に
行

「母の偉大さ」
昭和工業㈱

石川　菜穂

西
　
部
　
支
　
部

　

先
日
、
母
が
還
暦
を
迎

え
ま
し
た
。
い
つ
も
て
き

ぱ
き
と
家
事
を
こ
な
し
、

週
に
数
回
パ
ー
ト
へ
行

き
、
趣
味
の
ア
ー
ト
教
室

や
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
に
出

か
け
る
姿
は
決
し
て
60
歳

に
は
見
え
ま
せ
ん
。
体
型

を
気
に
し
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
に
行
き
始
め
た

時
は
「
元
気
だ
な
〜
」
と

内
心
驚
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
私
や
弟
が

読
ん
で
い
る
漫
画
を
何
気

な
く
読
み
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
ド
ハ
マ
り

し
、
「
鬼
滅
の
刃
」
で
は

映
画
を
ひ
と
り
で
見
に
行

き
、
「
キ
ン
グ
ダ
ム
」
で

は
毎
週
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
を

録
画
し
、
「
進
撃
の
巨

人
」
で
は
最
新
刊
を
自
ら

買
っ
て
く
る
場
面
も
。
友

人
と
海
外
旅
行
へ
行
っ
た

り
、
祖
母
と
バ
ス
ツ
ア
ー

に
行
っ
た
り
、
父
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
行
っ
た

り
…
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
若
々

し
い
姿
に
ほ
っ
こ
り
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

思
い
返
せ
ば
、
母
が
こ

ん
な
風
に
自
分
の
時
間
を

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
4
人
の
子
育
て
を
終

え
た
こ
こ
数
年
の
こ
と
で

し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
毎
日
の

お
弁
当
は
も
ち
ろ
ん
、
大

量
の
洗
濯
や
、
食
事
の
支

度
、
学
校
や
地
域
関
連
の

お
手
伝
い
や
ら
で
い
つ
も

忙
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
子
供
た
ち

と
の
時
間
を
大
切
に
し
て

く
れ
て
、
い
つ
も
笑
顔
の

母
で
し
た
。
当
時
は
分
か

ら
な
か
っ
た
母
の
偉
大
さ

を
今
更
な
が
ら
実
感
し
ま

し
た
。

　

父
の
日
も
近
か
っ
た
の

で
、
毎
日
晩
酌
を
す
る
両

親
に
お
揃
い
の
ジ
ョ
ッ
キ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
お
酒
好

き
な
の
は
い
い
け
ど
、
ほ

ど
ほ
ど
に
ね
。

け
ば
お
揃
い
の
黄
色
い
帽

子
を
被
っ
て
い
た
り
、
下

校
時
に
は
シ
ル
バ
ー
の
方

が
旗
持
ち
で
立
っ
て
い
る

姿
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

地
域
や
学
校
に
よ
っ
て

ル
ー
ル
が
違
う
の
で
し
ょ

う
が
、
す
べ
て
は
子
供
た

ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る

よ
う
様
々
な
危
険
を
回
避

す
べ
く
発
展
し
て
い
っ
た

の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
共
働
き
が
当
た
り
前
の

昨
今
で
す
が
、
そ
の
中
で

旗
持
ち
を
頑
張
っ
て
い
る

保
護
者
の
方
も
大
変
す
ば

ら
し
い
で
す
！

　

子
供
た
ち
は
地
域
の
宝

で
す
。
通
学
中
に
子
供
た

ち
が
命
を
落
と
す
こ
と
が

無
い
よ
う
、
朝
の
運
転
は

く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に
気
を

付
け
て
現
場
へ
と
向
か
い

ま
し
ょ
う
。
ご
安
全
に
。
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賛 
助 

会 

員 

寄 

稿

　

５
月
の
あ
る
日
曜
日
、

ジ
ム
で
汗
を
流
し
て
い
た

ら
、
妻
よ
り
『
子
供
が
怪

我
し
た
か
ら
す
ぐ
帰
っ
て

き
て
』
と
電
話
が
あ
り
、

野
球
を
や
っ
て
い
る
の
で

『
骨
折
か
な
』
と
思
っ
て

い
た
ら
、
救
急
車
で
病
院

に
運
ば
れ
た
と
言
わ
れ

『
マ
ジ
』
と
思
い
、
急
い

で
帰
宅
し
コ
ー
チ
に
連
絡

し
た
ら
『
ピ
ッ
チ
ャ
ー
返

し
を
頭
に
受
け
て
緊
急
手

術
の
可
能
性
あ
り
』
と
言

て
い
ま
す
。
周
り
か
ら
は

メ
ン
タ
ル
面
が
ど
う
か
と

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

人
は
秋
に
投
げ
な
い
と
野

球
推
薦
で
大
学
に
行
け
な

い
と
思
っ
て
お
り
必
死
で

す
。
中
学
の
時
は
私
立
に

通
っ
て
た
の
で
推
薦
を
も

ら
え
ず
受
験
し
た
た
め
、

大
学
は
推
薦
で
行
き
た
い

の
で
し
ょ
う
。
子
供
の
野

球
の
試
合
を
見
る
の
は
楽

し
い
で
す
が
、
心
臓
が
バ

ク
バ
ク
し
て
大
変
で
す
。

仕
事
で
こ
ん
な
に
バ
ク
バ

ク
し
て
た
ら

恐
ら
く
メ
ン

タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
行
き

で
し
ょ
う
。

　

で
も
親
と
し
て
子
供
の

成
長
を
見
て
、
子
供
を
通

じ
て
家
族
同
士
の
付
き
合

い
が
増
え
、
甲
子
園
に
出

る
知
り
合
い
の
子
供
を
応

援
し
た
り
と
本
当
に
子
供

に
は
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

て
ま
す
。
最
後
に
子
供
が

高
校
、
大
学
で
野
球
さ
れ

て
い
た
経
験
が
あ
る
方
は

い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

わ
れ
『
嘘
だ
ろ
う
』
と
思

い
病
院
へ
。
脳
内
出
血
が

止
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
、

手
術
は
回
避
で
き
そ
う
で

す
と
伝
え
ら
れ
、
一
安
心

し
ま
し
た
。
後
で
本
人
に

当
た
っ
た
時
の
事
を
聞
く

と
、
気
が
付
い
た
ら
ボ
ー

ル
が
目
の
前
、
そ
の
後
は

救
急
車
の
中
で
自
身
に
麻

痺
が
起
き
る
の
で
は
と
思

い
、
ず
っ
と
手
足
を
動
か

し
て
い
た
と
言
っ
て
ま
し

た
。
今
は
練
習
を
再
開
し

　

東
武
伊
勢
崎
線
加
須
駅

北
口
か
ら
徒
歩
５
分
の
と

こ
ろ
、
住
宅
街
の
一
角
に

突
如
現
れ
る
行
列
。
何
か

と
思
っ
て
の
ぞ
い
て
み
る

と
赤
い
看
板
に
中
華
の
文

字
が
。
ま
だ
12
時
前
だ
と

い
う
の
に
10
人
ほ
ど
の
行

列
が
で
き
て
い
る
。

　

こ
こ
は
大
正
時
代
か
ら

こ
の
町
で
愛
さ
れ
て
い

て
、
現
在
は
５
代
目
家
族

中
ネ
ッ
ト
で
料
理
画
像
を

見
る
と
そ
こ
に
は
唐
揚
げ

チ
ャ
ー
ハ
ン
な
る
も
の
が

載
っ
て
い
て
メ
ニ
ュ
ー
を

見
る
ま
で
も
な
く
即
答
で

そ
ち
ら
を
オ
ー
ダ
ー
。

　

待
つ
こ
と
15
分
。
運
ば

れ
て
き
た
料
理
を
み
て

び
っ
く
り
！
鶏
も
も
肉
一

枚
分
の
唐
揚
げ
の
上
に
タ

ル
タ
ル
ソ
ー
ス
。
そ
し
て

そ
れ
ら
に
負
け
な
い
く
ら

い
の
イ
ン
パ
ク
ト
放
つ
大

盛
チ
ャ
ー
ハ
ン
。

　

味
に
つ
い
て
の
説
明
は

割
愛
し
ま
す
が
、
皆
様
が

想
像
さ
れ
て
い
る
２
倍
は

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

の
ち
に
お
店
を
知
っ
て

い
る
方
が
お
っ
し
ゃ
る
に

は
、
そ
こ
は
町
中
華
の
終

着
駅
だ
そ
う
で
す
。

　

30
代
半
ば
に
し
て
も
う

終
着
駅
に
着
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

が
切
り
盛
り
を
し
て
い
る

と
い
う
中
華「
か
し
亀
」。

　

行
列
に
な
ら
ぶ
こ
と
30

分
。
よ
う
や
く
店
内
へ
入

る
と
４
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル

４
つ
と
カ
ウ
ン
タ
ー
に
３

席
あ
り
、
壁
に
は
芸
能
人

の
サ
イ
ン
色
紙
が…

！

　

初
め
て
の
店
で
は
メ

ニ
ュ
ー
の
一
番
右
（
食
券

の
場
合
は
左
上
）
を
頼
む

の
だ
が
、
並
ん
で
い
る
最

一
人
息
子

海
保　

隆
一

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱

北
関
東
支
社

町
中
華
の
終
着
駅
　
加
須
市
「
か
し
亀
」

渡
邊　

千
洋

新
菱
冷
熱
工
業
㈱

関
東
支
店

リポート(20)

ア
サ
ヒ
住
建
㈱

代
表
取
締
役

箕
輪　

登

　

こ
の
度
、
新
た
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ア
サ
ヒ
住
建
㈱
と
申

し
ま
す
。
弊
社
は
、
住
設

新 

入 

会 

員 

紹 

介

㈱
オ
ー
ル
ワ
ン

取
締
役
社
長

平
松 　

道
明

　

平
成
24
年
６
月
に
さ
い

た
ま
市
見
沼
区
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。水
道
工
事
、

ビ
ル
各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

水
回
り
の
修
繕
工
事
店
と

し
て
始
め
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
空
調
・
機
械
設
備

工
事
を
中
心
に
、
造
成
土

木
工
事
、
建
築
工
事
な
ど

を
業
と
し
て
お
り
ま
す
。

良
縁
に
よ
り
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、

埼
玉
県
空
調
衛
生
設
備
協

主
な
業
務
と
し
、企
業
理

念
の
「
一
人
は
み
ん
な
の

た
め
に
、み
ん
な
は
一
つ
の

目
的
の
た
め
に
」の
精
神

（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）を
胸
に
創

造
、行
動
、技
術
、団
結
、目

積田冷熱工事
本社を

緑区へ移転

積田冷熱工事
本社を

緑区へ移転

　正会員の積田冷熱工事㈱（積田
鉄也社長）が本社を浦和区から緑区
へ移転しました。近くには浦和美園
駅、イオン浦和美園などがあります。
　新社屋は軽量鉄骨造の２階建て・
建築面積約270㎡。ガラスを多用し、
室内に光が差し込む明るい開放的
な作りとなってます。

〒３３６ｰ０９６３
埼玉県さいたま市緑区大門２６１９
　　  ０４８ｰ７６７ｰ６０５１
　　  ０４８ｰ７６７ｰ６９０１
ＴＥＬ
ＦＡＸ

的
意
識
を
も
っ
て
快
適
な

生
活
環
境
を
提
案
し
、地

域
社
会
の
た
め
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。今
後
の
ご
指

導
御
鞭
撻
の
程
、宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
の
会
員
皆
様
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少

し
で
も
社
会
、
業
界
に
貢

献
出
来
る
よ
う
努
力
し
、

常
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

下
期
の
行
事
予
定

 9・10日 ２級管工事施工管理技士受験講習会
 15日 理事会
  月例会
  安全大会
 26日 プロフェッショナルに学ぶ
  （県立浦和工業高校「エアコン取付研修」）
  １級管工事施工管理技士受験講習会（実地）
  工場視察
 10日 理事会
  月例会
  若手社員スキルアップ研修
 4日 理事会
 4日 理事会

10月

11月

12月

1月
3月
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〒３5０－０８37
岡部バルブ工業㈱
川越市石田1－1
TEL０４9－224－4111　ＦＡＸ０４9－224－4040

〒３3０－０８56
㈱小泉北関東
さいたま市大宮区三橋２－６０３
TEL０４８－６２３－６３１１　ＦＡＸ０４８－６２２－５１０６

〒３3１－０８１２
㈱ノーリツ
さいたま市北区宮原町１－８５３－８
TEL０４８－６５３－３００３　ＦＡＸ０４８－６５３－３１７０

北関東支店

北関東支店
〒３3１－０８１１
渡辺パイプ㈱
さいたま市北区吉野町１－３９９－３
TEL０４８－６５２－９７５１　ＦＡＸ０４８－６５４－１９１３

埼玉営業所
〒３3１－０８１２
東テク㈱
さいたま市北区宮原町３－３７２
TEL０４８－６５３－７８２１　ＦＡＸ０４８－６５３－７８２０

北関東支店
〒３62－０014
リンナイ㈱
上尾市本町３－３－7
TEL０４８－770－6000　ＦＡＸ０４８－776－8012

〒104－0032
日本管材センター㈱
東京都中央区八丁堀2－24－3
TEL０3－5541－5387　ＦＡＸ03－5541－5707

北関東支店
〒３３０－０８５４
三菱電機冷熱機器販売㈱
さいたま市大宮区桜木町１－１１－３
TEL０４８－６５７－３０２２　ＦＡＸ０４８－６５７－３０２３

首都圏支店
〒３３０－０８０１
㈱川本製作所
さいたま市大宮区土手町１－６３－１
TEL０４８－６５０－５８７１　ＦＡＸ０４８－６５０－５８６１

〒３３１－０８１２
ユアサ商事㈱
さいたま市北区宮原町４－７－５
TEL０４８－６５２－１４８１　ＦＡＸ０４８－６５１－８１１０

埼玉支社
〒３３６－０９１１
㈱ＬＩＸＩＬ
さいたま市緑区三室１１５８－３
TEL０４８－８７５－６０３２　ＦＡＸ０４８－８７５－６０４２

東京本社
〒103－０007
㈱クボタケミックス
東京都中央区日本橋浜町3－３－2
TEL０3－5695－3329　ＦＡＸ０3－5695－3185

〒３６０－０８４３
紘永ＣＭＣ㈱
熊谷市三ヶ尻３０４７
TEL０４８－５３２－３９６９　ＦＡＸ０４８－５３２－１４６１

〒３３０－０８54
積水化学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町４－333-13
TEL０４８－６４６－０１６０　ＦＡＸ０４８－６４４－９３１６

〒３２３－００２９
ダイヤケミカル㈱
栃木県小山市城北２－２－１
TEL０２８５－２５－２７８５　ＦＡＸ０２８５－２５－３５０２

北関東支社
〒３３1－081２
TOTO㈱
さいたま市北区宮原町4－24－7
TEL０５７０－０８８７０１　ＦＡＸ０４８－633－6590

〒３４９－０１３１
㈱エヌ・ワイ・ケイ
蓮田市根金１６８９－１
TEL０４８－７６６－１２１１　ＦＡＸ０４８－７６７－１０２１

〒３３２－８５５５
㈱フカガワ
川口市西青木２－９－５
TEL０４８－２５７－３１１１　ＦＡＸ０４８－２５６－６６２９

〒３３０－０８５２
ダイキンＨＶＡＣソリューション東京㈱
さいたま市大宮区大成町３－２７６－１
TEL０４８－６６１－３５２０　ＦＡＸ０４８－６６１－２６２５

〒３３６－００１５
内藤環境管理㈱
さいたま市南区大字太田窪２０５１－２
TEL０120－01－２５９０　ＦＡＸ０４８－８８６－２８１７

北関東営業所
〒３３５－００２２
森松工業㈱
戸田市上戸田１－１７－１９
TEL０４８－４４７－８０６８　ＦＡＸ０４８－４４７－８０９８

北関東支店
〒３３１－０８１１
㈱中西製作所
さいたま市北区吉野町２－１７７－１
TEL０４８－６６７－１０８１　ＦＡＸ０４８－６６３－４０４６

〒３３１－０８２２
㈱荏原製作所
さいたま市北区奈良町１４－３

北関東支社

TEL０４８－６６６－３３３８　ＦＡＸ０４８－６５２－０８６５

〒３３7－００53
テラル㈱
さいたま市見沼区大和田町2－1018－2
TEL０４８－681－7822　ＦＡＸ０４８－681－7082

北関東支店
大宮営業所

第1種賛助会員

第2種賛助会員

TEL０４８－６４３－２９１１　ＦＡＸ０４８－６４３－２９７９

〒３３０－０８５４
㈱朝日工業社 北関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－１１－９
TEL０４８－６５０－５４００　ＦＡＸ０４８－６４９－６４００

〒３３０－０８４５
三建設備工業㈱ 北関東支店

さいたま市大宮区仲町３－１３－１

TEL０４８－６４４－８４６８　ＦＡＸ０４８－６４５－８３８４

〒３３０－０８５４
ダイダン㈱ 関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－１０－２

TEL０４８－６４３－２２２２　ＦＡＸ０４８－６４３－２２６３

〒３３０－０８０２
新菱冷熱工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町１－３８－１

TEL０４８－６８７－３２８１　ＦＡＸ０４８－６８７－３４３１

〒３３７－００５１
大成設備㈱ 北関東支店

さいたま市見沼区東大宮５－３０－１５

TEL０４８－６４６－０６０４　ＦＡＸ０４８－６４４－８０８８

〒３３０－０８４６
東洋熱工業㈱ 北関東営業所

さいたま市大宮区大門町３－２２－３
TEL０４８－６６９－３８１１　ＦＡＸ０４８－６６９－３８１２

〒３３１－０８１２
大成温調㈱ 関東支店

さいたま市北区宮原町２－３４－３

TEL０４８－６４４－３４２５　ＦＡＸ０４８－６４９－１９６６

〒３３０－８６６９
三機工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－７－５
TEL０４８－２３３－９０１１　ＦＡＸ０４８－２３３－９０１０

〒３３５－０００２
第一工業㈱ 北関東営業所

蕨市塚越７－２－８

TEL０４８－６５０－１２０２　ＦＡＸ０４８－６４３－０８８２

〒３３０－０８54
高砂熱学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町１－10－１6

関信越支店
埼玉営業所

TEL０４８－６４０－５７７５　ＦＡＸ０４８－６４３－０２１１

〒３３０－０８０２
㈱テクノ菱和 北関東支店

さいたま市大宮区宮町３－９－７
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電  話
ＦＡＸ

県南設備工業株式会社
さいたま市見沼区東大宮２－３１－２
〒 ３ ３ ７ － ０ ０ ５ １

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）５ ９ ４ １ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ １ ）０ ２ ６ ４

電  話
ＦＡＸ

大宮管工株式会社
さ い た ま 市 北 区 奈 良 町 １ ５ ４
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ２ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）２ １ ５ ４ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ ２ ）７ ８ ３ ３

三水冷熱株式会社
さいたま市桜区西堀１０－１２－２９
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ３ ）７ １ ５ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）９ ６ ５ ３

積田冷熱工事株式会社
さ い た ま 市 緑 区 大 門 2 6 1 9
〒 ３ ３ 6 － ０ 9 6 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 6 7 ）6 0 5 １ ㈹
０ ４ ８（ 7 6 7 ） 6 9 0 1

株式会社清水アーネット
熊 谷 市 問 屋 町 ４ － ３ － ２
〒 ３ ６ ０ － ８ ５ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）０ １ ２ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ６ ）６ ５ ２ ４

オ キ ナ ヤ
熊 谷 市 江 南 中 央 ２ － １ ７ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ １１ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ３ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ４ ４

株式会社

電  話
ＦＡＸ

大 ク マ 工 業
さいたま市中央区鈴谷９－１３－８
〒 ３ ３ ８ － ０ ０ １３

０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）６ ８ ６ ２ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）２ ９ ２ １

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市大宮区櫛引町１－８２３
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ５ １

深井設備工事

０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ９ ７ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ５ ０

株式会社

電  話
ＦＡＸ

ミヤザワ工業株式会社
鴻 巣 市 笠 原 １ ６ ８ ８ － １
〒 ３ ６ ５ － ０ ０ ２ ３

０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）６ ４ １７ ㈹
０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）５ ２ １ ８

ハギワラ株式会社
さいたま市見沼区深作3－ 2 4 － 3
〒 ３ ３ 7 － ０ ０ 0 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 1 ）0 2 2 0 ㈹
０ ４ ８（ 6 8 1 ） 0 2 2 1

電  話
ＦＡＸ

タカセ工業株式会社
さいたま市 緑 区 松 木２－ ３２ － ４
〒 ３ ３ ６ － ０ ９ １８

０ ４ ８（ ８ ７ ３ ）９ ９ １ ０ ㈹
０ ４ ８（ ８ ７ ４ ）１ ９ ６ ８

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台１－１－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

埼 玉 ヤ マト

０ ４ ８（ 7 5 7 ）2 2 0 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 2 2 1 8

株式会社

電  話
ＦＡＸ

シ ン エ イ
さ い た ま 市 北 区 本 郷 町 ２ ６ ０
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ０ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）３ ３ ６ ６ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ７ ）６ ２ ２ ９

株式会社

ア ス テ ッ ク
さいたま市桜区道場字拾石田７０９－１
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ０ ０

株式会社

オ ール ワ ン
さいたま市 見 沼 区 片 柳 1 － 1 1 6
〒 ３ ３ 7 － ０ 0 2 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 8 ） 6 8 8 8
０ ４ ８（ 6 8 5 ） 0 5 5 1

株式会社

電  話
ＦＡＸ

富士管工株式会社
さいたま市大宮区吉敷町４－１１－１
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ４ ３

０ ４ ８（ ６ ４ １ ）２ ３ ８ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ４ ４ ）６ ８ ４ ３

電  話
ＦＡＸ

上 尾 市 小 泉 ９ － ３ － １ ４
〒 ３ ６ ２ － ０ ０ ６ ３

金 子 設 備

０ ４ ８（ ７ ７ ３ ）６ ０ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ７ ７ ４ ）６ ２ ５ ７

株式会社

電  話
ＦＡＸ

アサヒ住建株式会社
上 尾 市 大 字 平 塚 2 5 5 8 － 4
〒 ３ 6 2 － 0 0 1 1

０ ４ ８（ 7 2 8 ） 7 5 7 6
０ ４ ８（ 7 2 8 ） 6 8 4 0

電  話
ＦＡＸ

志 木 市 下 宗 岡 ３ － ４ － ９
〒 ３ ５ ３ － ０ ０ ０ ３

細 田 管 工

０ ４ ８（ ４ ７ ３ ）７ ２ ３ ２ ㈹
０ ４ ８（ ４ ７ ５ ）２ ０ ７ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ ９ － ０ ０ 8 2

サイエイヤマト

０ ４ ８（ ７ ５ ８ ）１ ３ ０ ８ ㈹
０ ４ ８（ ７ ５ ６ ）５ ８ ８ ９

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市桜区西堀８－１２－１５
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

新研設備工業

０ ４ ８（ ８ ５ ６ ）２ ９ １１ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ １ ）５ １ ５ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市南区鹿手袋３－４－１０
〒 ３ ３ ６ － ０ ０ ３ １

泉 屋 工 務 店

０ ４ ８（ ８ ６ ４ ）１１ ７ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ６ ６ ）４ ８ ２ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市北区宮原町４－ ６７ －１
〒 ３ ３ １ － ０ ８ １ ２

飯 沼 工 務 店

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）３ ４ ６ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）１ ０ ８ ０

株式会社

ヤマト埼玉支店
さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 5 7 ）1 1 2 1 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 1 1 0 6

株式会社

堀田設備工業
東 松 山 市 上 野 本 9 5 1 － 2
〒 ３ ５ ５ － ０ ０ 7 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１１ ５ １ ㈹
０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１ １ ０ ７

株式会社

株式会社並木設備工業
熊 谷 市 玉 井 １ ８ ２ ３
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ２ ）６ ３ ３ ９ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ３ ）１ ０ ９ １

暑中お見舞い申し上げます
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竹内セントラル株式会社
草 加 市 氷 川 町 2 1 1 2 － ６
〒 ３ ４ ０ － ０ ０ ３ 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ７ ５

不破設備工業株式会社
入 間 市 仏 子 １ ２ ０ ２ － ４
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）０ ７ ３ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）５ ５ １ ５

昭和工業株式会社
川 越 市 石 原 町 ２ － ５ ８ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － ０ ８ ２ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ １ ４ ９ ㈹
０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ ６ ６ 0

三 郷 市 新 和 4 － 4 6 3
〒 ３ ４ 1 － ０ ０ 3 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ 5 ４ ）2 5 5 3 ㈹
０ ４ ８（ ９ 5 4 ） 2 5 5 4

入間空調株式会社
入 間 市 大 字 小 谷 田 ６ ４ ４ － １
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ２ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）０ ２ ６ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）８ ９ ２ ８

正和工業株式会社
春 日 部 市 豊 野 町 ２ － ３ ２ － １９
〒 ３ ４ ４ － ０ ０ １ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ７ ３ ６ ）６ １１１ ㈹
０ ４ ８（ ７ ３ ４ ）９ ８ ９ ０

埼玉設備工業株式会社
川 越 市 岸 町 １ － １ ５ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － １１３ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ４ １ ）４ ３ ４ ３ ㈹
０ ４ ９（ ２ ４ １ ）１ １ １ １

ユ ニ パ ック
川 口 市 西 川 口 2 － 7 － 1
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ １ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ ２

株式会社

梅 沢 水 道
川 口 市 前 川 3 － １ 7 － 9
〒 ３ ３ 3 － ０ 8 4 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ 6 5 ）7 7 3 9 ㈹
０ ４ ８（ 2 6 9 ） 0 1 7 6

有限会社

本 田 工 業
春 日 部 市 谷 原 新 田 1 4 0 4
〒 ３ 4 4 － ０ 0 3 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 3 6 ）2 9 2 9 ㈹
０ ４ ８（ 7 3 7 ） 4 3 8 1

有限会社

ＫＥＮＳＥＩ株式会社

杉 本 設 備
加 須 市 南 篠 崎 １ ０ ６ ６ － ６
〒 ３ ４ ７ － ０ ０ １７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）０ ５ ８ １ ㈹
０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）５ ４ ８ ３

株式会社

協 和 設 備
越 谷 市 大 道 ４ ７ ８
〒 ３ ４ ３ － ０ ０ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ ０ ㈹
０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ １

株式会社

磯 部 工 業
三 郷 市 東 町 ４ ６
〒 ３ ４１ － ０ ０ ３ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）４ ９ ０ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）５ ２ ８ ８

株式会社

篠 田 設 備
三 郷 市 仁 蔵 ４ ４ ８ － １
〒 ３ ４１ － ０ ０ ２ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ６

株式会社

浅 倉 水 道
川 口 市 仲 町 １ ８ － ５
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ０ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ５

株式会社

協同エンジニアリング
狭 山 市 上 奥 富 新 堀 9 7
〒 ３ ５ ０ － １３ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ４ ）６ ３ ２ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）７ ２ ９ ５

株式会社

渋谷設備工業
狭 山 市 笹 井 1 － 5 － 8
〒 ３ ５ ０ － １３ ２ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）４ ９ ６ ４ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）１ ２ ０ １

株式会社

糟谷設備工業所
所 沢 市 大 字 山 口 ２ ８ ２ ５ － １
〒 ３ ５ ９ － １１ ４ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ８ ８ ㈹
０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ６ ９

株式会社 北田設備工業
飯 能 市 大 字 双 柳 ５ － １
〒 ３ ５ ７ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ２（ ９ ７ ３ ）３ ２ ４ １ ㈹
０ ４ ２（ ９ ７ ４ ）２ ６ ９ ９

株式会社

貫 井 産 業
所 沢 市 大 字 上 安 松 ９ ０ ９
〒 ３ ５ ９ － ０ ０ ２ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ９ ３ ）０ １１ ０ ㈹
０ ４（ ２ ９ ９ ８ ）２ ２ ７ ３

株式会社

東 部 支 部東 部 支 部

埼玉トーカイ
熊 谷 市 上 之 6 0 8 － 1
〒 ３ 6 0 － ０ ０ 1 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ 8（ 5 7 7 ）7 4 3 6 ㈹
０ ４ 8 （ 5 7 7 ） 7 4 5 6

株式会社

ソーセツエンジニアリング株式会社
熊 谷 市 広 瀬 ４ １ ６ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ４ ）５ ８ ２ １ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）４ ８ ６ ３

長沼設備工業株式会社
本 庄 市 前 原 ２ － ３ － １ ８
〒 ３ ６ ７ － ０ ０ ４ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ５（ ２ ４ ）２ ４ ３ ４ ㈹
０ ４ ９ ５（ ２ １ ）５ １ ５ ７

セイフル株式会社
深 谷 市 上 野 台 ２ ４ ２ ３ － ６
〒 ３ ６ ６ － ０ ８ ０ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）２ ４ ４ ２ ㈹
０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）６ ８ ４ ０

暑中お見舞い申し上げます
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＜編集後記＞
広報委員会　星野　則人

　暑中お見舞い申し上げます。本誌発行にあたり、
ご寄稿いただいた皆様には厚く御礼申し上げます。
コロナ禍のご時世、いつの間にか生活様式が大きく
変わりました。2年前迄の当たり前の事が当たり前
で無くなり、個人一人一人がしっかりと考えながら
生きる時代がやってきていると思います。皆さまは
如何お過ごしでしょうか。
　冒頭から格好良い事を申し上げましたが、私の実
状は家でグダグダと過ごす日々が多くなって来てい
ます。動かないから体重も増える増える。本来の趣
味である登山、ゴルフ、旅行へと心置きなくアクテ
ィブに動き回れる日常が早く戻ってきてくれと体重
計に乗る度に思う今日この頃です。
　ご存じのようにコロナ禍だけではなく、気象変化
による大規模災害もたて続けに起きております。と
にもかくにもこのような状況が一刻も早く終息する
事を祈らざるを得ません。どうぞ皆さまにおかれま
してはご自愛専一にお願い申し上げます。

 【黒松】

　日本を代表とする黒松は、全国各地に古い松があります。
　特に、東京駅を降りて皇居広場に200本以上の黒松が植えられており、どれを見ても100年以上の松です。
　松の種類は1に黒松、2に赤松、3に五葉松、4にエゾ松などがあり、皇居の黒松は特に手入れが行き届きた古い松です。
　東京のど真ん中にあれだけの松があり、緑があり、外国の人が見た時に感動すると思います。
　また今年は、日本でオリンピックが開催され多くの外国の人が訪れる場所です。一度機会がありましたら、見て頂ければ幸いです。

盆栽シリーズ

「盆栽　黒松」
一般社団法人日本盆栽協会　理事　大澤　規郎（富士管工㈱）
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